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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
河
野
裕
一
の
事
件
簿

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
９
６
０
Ａ

【
作
者
名
】

　
桂
 

ヒ
ナ
ギ
ク

【
あ
ら
す
じ
】

　
高
校
生
探
偵
と
呼
ば
れ
る
主
人
公
が
と
あ
る
事
件
に
首
を
つ
っ
こ
む
。
そ
の

後
は
・
・
・
・
・
・
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

俺
の
名
は
、
河
野
　
裕
一
。

君
た
ち
に
会
う
の
は
こ
れ
が
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
。

職
業
は
高
校
生
だ
。

世
間
で
は
高
校
生
探
偵
と
呼
ば
れ
て
い
る
・
・
・
。

今
日
は
、
俺
が
解
決
し
た
事
件
の
事
を
お
話
し
よ
う
・
・
・
。
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渡
月
橋
殺
人
事
件
！
（
事
件
編
）
（
前
書
き
）

事
件
編
で
す
。

今
回
は
、
京
都
の
嵐
山
が
舞
台
で
す
。



4

渡
月
橋
殺
人
事
件
！
（
事
件
編
）

こ
こ
は
、
京
都
の
嵐
山
に
あ
る
と
あ
る
旅
館
。

こ
こ
に
、
あ
る
高
校
の
団
体
が
宿
泊
し
て
い
る
・
・
・
。

そ
の
中
に
、
一
人
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
・
・
・
。

そ
う
、
主
人
公
の
河
野
　
裕
一
で
あ
る
。

彼
は
、
成
績
優
秀
、
運
動
力
抜
群
で
、
男
女
共
同
に
モ
テ
る
世
界
で
優
秀
で
Ｎ

ｏ
．
１
の
名
探
偵
で
あ
る
。

武
：
「
裕
一
、
何
読
ん
で
ん
だ
？
」

武
・
・
・
彼
は
、
裕
一
の
友
人
で
あ
る
。

フ
ル
ネ
ー
ム
は
秋
山
　
武
。

裕
一
：
「
ん
、
推
理
小
説
を
読
ん
で
る
ん
だ
。
」

武
：
「
お
前
、
そ
ん
な
の
読
ん
で
ん
の
か
？
」

そ
う
、
彼
の
好
き
な
小
説
は
推
理
小
説
だ
。

彼
は
、
い
つ
も
推
理
小
説
し
か
読
ま
な
い
。

本
人
曰
く
、
「
俺
は
探
偵
に
な
り
た
い
か
ら
」
だ
そ
う
だ
。

裕
一
：
「
何
だ
よ
、
そ
れ
じ
ゃ
俺
が
読
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
み
た
い
な
言
い
方
だ

な
。
」

ど
う
し
た
ら
そ
う
取
れ
る
の
か
不
思
議
だ
・
・
・
。

そ
こ
へ
、
女
子
が
男
子
の
部
屋
へ
入
っ
て
き
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
あ
の
、
す
い
ま
せ
ん
？
」

ジ
ュ
ン
・
・
・
彼
女
は
、
裕
一
の
ク
ラ
ス
の
女
子
生
徒
だ
。

裕
一
と
は
小
学
校
の
頃
か
ら
一
緒
の
学
校
だ
っ
た
ら
し
い
。

毅
：
「
木
之
本
さ
ん
、
男
子
に
何
か
用
？
」

毅
・
・
・
彼
は
、
裕
一
の
ク
ラ
ス
の
学
級
委
員
で
あ
る
。

苗
字
は
小
山
。

ち
な
み
に
、
「
木
之
本
」
と
い
う
の
は
「
ジ
ュ
ン
」
の
苗
字
で
あ
る
。

ジ
ュ
ン
：
「
い
や
、
用
が
あ
る
の
は
裕
一
君
の
方
な
ん
だ
け
ど
、
裕
一
君
は
い
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る
？
」

毅
：
「
い
る
よ
、
今
呼
ぶ
か
ら
待
っ
て
て
。
」

す
る
と
、
毅
は
裕
一
を
呼
び
に
行
っ
た
。

裕
一
：
「
ん
、
ジ
ュ
ン
が
来
て
る
？

分
か
っ
た
・
・
・
。
」

そ
う
言
う
と
、
裕
一
は
出
入
り
口
に
向
か
っ
た
。

裕
一
：
「
よ
っ
、
何
か
用
か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
う
ん
、
ち
ょ
っ
と
来
て
く
れ
る
？
」

裕
一
：
「
あ
ぁ
、
良
い
け
ど
・
・
・
。
」

そ
う
言
う
と
、
ジ
ュ
ン
は
裕
一
を
旅
館
の
外
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
。

辺
り
は
暗
く
、
闇
夜
に
月
が
一
つ
浮
か
ん
で
い
る
・
・
・
。

裕
一
：
「
お
い
お
い
、
こ
ん
な
所
に
連
れ
て
来
て
・
・
・
。

一
体
、
何
の
ま
ね
だ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
暇
だ
っ
た
か
ら
散
歩
で
も
し
と
う
思
っ
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
。

一
人
じ
ゃ
心
細
か
っ
た
か
ら
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
だ
っ
た
ら
、
女
友
達
で
も
誘
え
ば
良
い
だ
ろ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
で
も
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
今
日
は
裕
一
君
と
一
緒
に
い
た

か
っ
た
か
ら
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
何
だ
よ
そ
れ
。
」

暫
く
す
る
と
、
渡
月
橋
が
見
え
て
来
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
あ
、
橋
だ
！
」

裕
一
：
「
あ
れ
は
、
渡
月
橋
っ
て
言
っ
て
、
こ
の
嵐
山
の
大
堰
川
に
架
け
ら
れ

と
げ
つ
き
ょ
う

お
お
い
が
わ

て
い
る
ん
だ
。

こ
の
橋
は
、
嵐
橋
と
も
呼
ば
れ
、
古
く
は
平
安
時
代
の
始
め
の
承
和
３
年
・
・
・

。西
暦
８
３
６
年
に
空
海
の
弟
子
、
道
昌
が
大
堰
川
を
修
築
し
た
お
り
に
架
橋
さ

れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
へ
ぇ
～
」

裕
一
：
「
渡
月
橋
は
、
亀
山
上
皇
が
曇
り
の
な
い
夜
空
に
月
が
さ
な
が
ら
橋
を

渡
る
よ
う
な
さ
ま
を
み
て
『
く
ま
な
き
月
の
渡
る
に
似
る
』
と
、
感
想
を
も
ら
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し
た
事
か
ら
、
『
渡
月
橋
』
と
呼
ば
れ
る
様
に
な
っ
た
ん
だ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
裕
一
君
、
詳
し
い
ん
だ
ね
。

あ
れ
、
あ
そ
こ
に
誰
か
倒
れ
て
る
よ
？
」

と
、
ジ
ュ
ン
が
言
っ
た
。

裕
一
は
「
言
っ
て
み
よ
う
」
と
言
い
、
倒
れ
て
い
る
人
の
所
へ
様
子
を
見
に
行

っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
は
、
た
だ
倒
れ
て
い
る
の
で
は
無
か
っ
た
。

裕
一
：
「
し
、
死
ん
で
る
！
」

ジ
ュ
ン
：
「
警
察
に
電
話
し
た
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

裕
一
：
「
そ
う
だ
な
・
・
・
。
」

と
、
裕
一
は
携
帯
を
取
り
出
し
、
１
１
０
番
に
電
話
を
す
る
。

１
１
０
番
：
『
は
い
、
１
１
０
番
で
す
。

事
件
で
す
か
、
事
故
で
す
か
？
』

裕
一
：
「
事
件
・
・
・
人
が
死
ん
で
る
ん
で
す
。

場
所
は
、
嵐
山
の
大
堰
川
に
架
け
ら
れ
て
い
る
渡
月
橋
の
上
で
す
。
」

そ
う
言
い
、
電
話
を
切
っ
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
ね
ぇ
、
も
し
か
し
て
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
ど
う
し
た
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
私
た
ち
、
重
要
参
考
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
ら
、
今
日
は
旅
館
に

戻
れ
な
い
ん
じ
ゃ
・
・
・
。
」

そ
の
可
能
性
は
高
い
な
。

よ
し
、
ク
ラ
ス
の
奴
に
電
話
を
し
て
お
こ
う
。

裕
一
：
「
じ
ゃ
あ
俺
、
学
級
委
員
の
毅
に
電
話
す
る
わ
。

そ
の
後
は
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
由
来
ち
ゃ
ん
に
も
電
話
を
し
て
。
」

ゆ
き

由
来
・
・
・
フ
ル
ネ
ー
ム
は
野
沢
　
由
来
。

彼
女
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
学
級
委
員
で
あ
る
。

裕
一
：
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
な
・
・
・
。

て
か
さ
ぁ
、
二
人
に
電
話
す
る
く
ら
い
な
ら
担
任
に
電
話
し
た
方
が
早
く
ね
ぇ

？
」
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最
初
か
ら
そ
う
し
ろ
よ
！

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
も
そ
う
ね
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
そ
う
し
ま
し
ょ
う
。
」

裕
一
は
、
電
話
帳
か
ら
担
任
の
番
号
を
見
つ
け
、
そ
こ
へ
掛
け
た
。

す
る
と
、
担
任
が
電
話
に
出
た
。

裕
一
は
今
の
状
況
を
手
短
に
話
し
た
。

担
任
は
、
了
承
を
し
て
電
話
を
切
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
警
察
は
な
か
な
か
や
っ
て
来
な
い
。

一
体
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

ジ
ュ
ン
：
「
遅
い
ね
・
・
・
。

も
し
か
し
て
、
私
た
ち
の
事
を
信
用
し
て
く
れ
て
無
い
の
か
な
ぁ
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
も
し
そ
う
な
ら
、
手
は
一
つ
し
か
無
い
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
ど
う
す
る
の
？
」

と
聞
い
て
く
る
ジ
ュ
ン
に
対
し
て
裕
一
は
・
・
・
。

裕
一
：
「
親
父
に
電
話
を
す
る
の
さ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
っ
か
、
裕
一
君
の
お
父
さ
ん
っ
て
、
警
視
庁
捜
査
一
課
の
警
部

だ
も
ん
ね
。
」

裕
一
の
父
は
、
河
野
　
祐
二
と
言
い
、
警
視
庁
捜
査
一
課
の
警
部
で
あ
る
。

彼
は
、
警
察
に
対
し
て
顔
が
広
い
か
ら
何
と
か
な
る
で
あ
ろ
う
・
・
・
。

裕
一
は
、
電
話
帳
か
ら
父
親
の
携
帯
の
番
号
を
見
つ
け
、
電
話
を
掛
け
る
。

祐
二
警
部
：
「
（
ん
、
裕
一
か
ら
か
・
・
・
。
）

ど
う
し
た
？

・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

何
、
嵐
山
の
大
堰
川
に
架
か
っ
て
る
渡
月
橋
で
男
性
の
遺
体
を
発
見
し
た
？

そ
れ
で
、
地
元
の
警
察
に
電
話
は
し
た
の
か
？

・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

え
、
警
察
が
来
な
い
！
？

解
っ
た
、
こ
っ
ち
か
ら
連
絡
を
入
れ
て
お
く
。
」

祐
二
警
部
は
電
話
を
切
っ
た
。
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警
察
が
来
る
ま
で
に
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
・
・
・
。

裕
一
は
、
警
察
が
捜
査
で
使
う
様
な
白
い
手
袋
を
は
め
、
男
性
の
遺
体
を
調
べ

始
め
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
ち
ょ
っ
と
、
何
や
っ
て
ん
の
？

そ
ん
な
に
遺
体
を
弄
く
り
回
し
た
ら
、
死
後
硬
直
が
崩
れ
て
死
亡
推
定
時
刻
が

分
か
ん
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
よ
？
」

裕
一
：
「
大
丈
夫
だ
よ
。

（
硬
直
の
具
合
か
ら
し
て
、
死
後
１
時
間
半
か
・
・
・
。
）

ジ
ュ
ン
、
今
何
時
だ
？
」

ジ
ュ
ン
は
、
腕
時
計
を
見
て
言
っ
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
Ｐ
Ｍ
．
９
：
０
０
だ
よ
。
」

裕
一
：
「
と
言
う
事
は
、
死
亡
推
定
時
刻
は
Ｐ
Ｍ
．
７
：
３
０
か
・
・
・
。

死
因
は
、
首
絞
め
に
よ
る
窒
息
死
。
」

裕
一
は
、
他
に
何
か
無
い
か
調
べ
た
。

す
る
と
、
遺
体
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
免
許
証
が
出
て
来
た
。

名
前
は
深
山
　
光
、
歳
は
３
８
歳
。

み
や
ま

ひ
か
る

免
許
証
に
よ
る
と
、
住
所
は
京
都
府
京
都
市
と
言
う
事
に
な
っ
て
い
る
・
・
・
。

数
分
後
、
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
、
警
察
が
や
っ
て
来
た
。

郡
山
警
部
：
「
京
都
府
警
捜
査
一
課
の
郡
山
　
次
郎
だ
。

こ
お
り
や
ま

じ
ろ
う

本
庁
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
来
た
ん
だ
が
、
本
当
に
事
件
だ
っ
た
の
か
・
・
・
。
」

何
を
の
ん
き
な
事
を
・
・
・
。

郡
山
警
部
：
「
君
た
ち
が
第
一
発
見
者
？
」

裕
一
：
「
は
い
、
そ
う
で
す
。

僕
は
河
野
　
裕
一
、
探
偵
で
す
。
」

郡
山
警
部
：
「
あ
、
そ
う
。

で
、
遺
体
に
は
触
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
な
？

と
言
っ
て
も
、
そ
の
様
子
じ
ゃ
触
っ
て
い
る
だ
ろ
う
な
・
・
・
。
」

ご
名
答
！

裕
一
は
１
０
０
％
触
っ
て
い
ま
す
。
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郡
山
警
部
：
「
こ
り
ゃ
あ
、
司
法
解
剖
に
回
さ
な
い
と
、
死
亡
推
定
時
刻
は
解

ら
ん
な
・
・
・
。
」

い
や
、
死
亡
推
定
時
刻
は
も
う
解
っ
て
い
る
。

裕
一
は
、
郡
山
に
そ
の
事
を
話
し
た
？

郡
山
警
部
：
「
そ
れ
は
本
当
か
ね
？
」

裕
一
：
「
嘘
な
ん
か
つ
い
て
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？

あ
、
そ
う
だ
・
・
・
、
こ
れ
を
。
」

裕
一
は
郡
山
に
免
許
証
を
渡
し
た
。

郡
山
警
部
：
「
こ
れ
は
・
・
・
被
害
者
の
身
分
証
明
書
か
。
」

そ
こ
へ
・
・
・
。

有
希
子
：
「
郡
山
警
部
～
。
」

と
、
一
人
の
可
愛
い
女
性
が
走
っ
て
来
た
・
・
・
。

郡
山
警
部
：
「
お
ぉ
、
河
野
君
。

今
日
は
随
分
遅
い
お
着
き
で
・
・
・
。
」

有
希
子
：
「
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
あ
れ
？

も
し
か
し
て
、
そ
こ
に
い
る
の
は
裕
一
？
」

郡
山
警
部
：
「
お
知
り
合
い
か
ね
？
」

有
希
子
：
「
何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
？

こ
の
子
は
私
の
息
子
で
す
わ
。

今
は
訳
あ
っ
て
別
居
中
で
す
け
ど
ね
。
」

息
子
・
・
・
。

っ
て
事
は
、
こ
の
女
性
は
裕
一
の
母
親
？

裕
一
：
「
か
、
母
さ
ん
？
」

有
希
子
：
「
う
わ
～
、
覚
え
て
て
く
れ
た
ん
だ
ぁ
。

母
さ
ん
嬉
し
い
～
。
」

そ
こ
で
、
郡
山
が
咳
払
い
を
し
た
。

そ
の
咳
払
い
で
我
に
返
っ
た
裕
一
の
母
・
有
希
子
は
、
裕
一
に
事
件
の
事
を
聞

い
て
来
た
。

裕
一
は
母
に
全
て
を
話
し
た
。

有
希
子
：
「
す
っ
ご
ぉ
い
！
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流
石
、
私
の
息
子
だ
わ
！
」

さ
す
が

と
、
裕
一
に
抱
き
つ
く
。

裕
一
：
「
か
、
母
さ
ん
・
・
・
く
、
苦
し
い
・
・
・
。
」

有
希
子
：
「
あ
、
御
免
ね
。

母
さ
ん
、
懐
か
し
く
て
つ
い
思
い
っ
き
り
抱
き
し
め
ち
ゃ
っ
た
。
」

そ
こ
で
、
郡
山
が
二
度
目
の
咳
払
い
を
す
る
。

有
希
子
：
「
あ
、
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
裕
一
、
真
面
目
に
や
り
ま
し
ょ
う
か
。
」

真
面
目
に
や
っ
て
な
か
っ
た
の
か
よ
！
？

と
ま
ぁ
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
よ
う
や
く
捜
査
を
開
始
し
始
め
た
・
・
・
。
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取
調
べ

Ｐ
Ｍ
．
９
：
３
０
、
京
都
府
京
都
市
右
京
区
（
き
ょ
う
と
ふ
 

き
ょ
う
と
し
 

う
き
ょ
う
く
）
、
嵐
山
の
大
堰
川
・
・
・
。

お
お
い
が
わ

渡
月
橋
に
は
、
事
件
の
為
に
警
察
が
集
ま
っ
て
い
た
。

有
希
子
：
「
警
部
、
被
害
者
の
交
友
関
係
を
洗
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
三
人
の
方

が
被
害
者
に
会
っ
て
い
た
と
言
う
事
な
の
で
連
れ
て
来
ま
し
た
。
」

郡
山
警
部
：
「
ご
苦
労
だ
っ
た
。

で
は
、
ま
ず
そ
ち
ら
の
方
か
ら
お
名
前
を
教
え
て
貰
お
う
。
」

郡
山
は
、
一
人
の
女
性
を
指
名
し
た
。

女
性
の
名
は
高
山
　
香
織
。

彼
女
は
、
被
害
者
の
深
山
と
は
、
高
校
時
代
の
友
人
で
久
々
に
会
っ
て
い
た
と

言
う
。

理
由
は
、
恋
愛
に
つ
い
て
の
相
談
だ
っ
た
ら
し
い
・
・
・
。

死
亡
推
定
時
刻
の
Ｐ
Ｍ
．
７
：
３
０
に
は
、
一
人
で
自
宅
に
い
た
と
言
う
。

し
か
し
、
そ
れ
を
証
明
す
る
人
物
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
自
宅
で

遠
山
か
ら
の
電
話
を
受
け
た
と
言
う
。

因
み
に
、
遠
山
の
推
理
小
説
を
１
時
間
ほ
ど
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

自
宅
か
ら
事
件
現
場
ま
で
車
で
２
０
分
。

続
い
て
、
郡
山
は
二
人
目
を
指
名
し
た
。

二
人
目
は
男
性
。

男
性
は
遠
山
　
徳
。

の
ぼ
る

被
害
者
の
深
山
と
は
、
大
学
時
代
の
友
人
で
、
帰
宅
途
中
に
偶
然
会
い
、
立
ち

話
を
し
た
と
言
う
。

事
件
当
時
は
、
一
人
で
自
宅
に
い
た
と
言
う
。

し
か
し
、
そ
れ
を
証
明
す
る
人
物
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
自
宅
か

ら
高
山
に
長
時
間
の
電
話
を
掛
け
た
と
言
う
。

自
宅
か
ら
事
件
現
場
ま
で
は
車
で
１
０
分
。

最
後
の
一
人
は
女
性
。



12

女
性
は
、
高
島
　
優
。

ゆ
う

高
島
は
被
害
者
の
深
山
と
同
じ
会
社
で
働
く
Ｏ
Ｌ
で
あ
る
。

彼
女
は
、
深
山
の
事
を
運
命
の
人
だ
と
思
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
深
山
が
好
き
っ
て
事
だ
。

事
件
当
時
は
、
自
宅
に
一
人
で
い
た
と
言
う
。

因
み
に
、
ア
リ
バ
イ
の
証
明
に
な
る
か
は
微
妙
だ
が
、
事
件
当
時
は
自
宅
で
テ

レ
ビ
を
見
て
い
た
。

番
組
名
は
、
名
作
、
推
理
劇
場
。

こ
れ
で
、
一
通
り
の
取
り
調
べ
は
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
警
察
の
調
べ
で
、
高
島
が
事
件
当
時
に
見
て
い
た
番
組
は
、
そ
の
時

間
に
放
送
さ
れ
て
い
た
事
が
解
っ
た
。

勿
論
、
内
容
も
一
緒
だ
っ
た
・
・
・
。

「
で
も
、
ビ
デ
オ
に
録
画
を
し
て
お
け
ば
被
害
者
を
殺
害
し
て
か
ら
で
も
見
れ

る
ん
じ
ゃ
ね
え
の
？
」

と
、
裕
一
が
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
が
、
推
理
劇
場
は

「
衛
星
放
送
な
の
で
ビ
デ
オ
に
録
画
す
る
事
が
出
来
な
い
」

と
、
郡
山
に
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
そ
れ
も
そ
う
か
。
」

と
、
裕
一
。

と
言
う
事
は
、
彼
女
は
シ
ロ
と
言
う
事
に
な
る
。

次
に
、
疑
問
が
残
る
の
は
電
話
を
し
て
い
た
と
言
う
二
人
。

推
理
小
説
を
聞
い
て
い
た
だ
け
な
の
な
ら
、
そ
の
間
に
抜
け
出
し
て
犯
行
を
行

う
こ
と
も
可
能
だ
。

ま
た
、
逆
に
話
し
て
い
る
だ
け
な
ら
、
録
音
し
た
テ
ー
プ
を
流
し
、
そ
の
間
に

抜
け
出
し
て
犯
行
を
行
う
事
も
可
能
だ
。

だ
が
、
そ
れ
で
は
欠
点
が
あ
る
。

話
し
て
い
る
間
に
聞
い
て
る
人
が
質
問
を
し
て
き
た
り
し
た
ら
一
発
で
バ
レ
る

し
、
逆
に
聞
い
て
る
側
に
話
を
掛
け
て
き
て
も
バ
レ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
の
段
階
で
は
犯
人
は
解
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
も
う
少
し
捜
査
が
必
要
っ
て
事
だ
。
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沖
田
健
三
の
不
自
然
な
自
殺
（
前
書
き
）

此
処
で
、
本
文
に
入
る
前
に
前
回
ま
で
の
事
件
を
整
理
し
て
お
こ
う
・
・
・
。

先
ず
、
最
初
の
被
害
者
が
深
山
　
光
。

そ
し
て
、
事
件
の
内
容
が
、
「
大
堰
川
殺
人
事
件
」
と
言
う
小
説
と
酷
似
し
て

い
る
事
と
、
被
害
者
が
死
に
際
に
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
「
渡
月
橋
殺
人
事
件
」

と
言
う
事
・
・
・
。

以
上
の
三
点
か
ら
、
捜
査
が
始
ま
っ
た
と
言
う
訳
だ
。

で
は
、
此
処
か
ら
「
沖
田
健
三
の
不
自
然
な
自
殺
」
に
入
り
ま
す
。
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沖
田
健
三
の
不
自
然
な
自
殺

Ｐ
Ｍ
．
１
０
：
３
０
、
事
情
聴
取
が
終
わ
り
、
重
要
参
考
人
を
帰
宅
さ
せ
、
次

の
段
階
へ
取
り
掛
か
っ
た
。

裕
一
：
「
解
け
る
か
な
・
・
・
こ
の
事
件
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
何
言
っ
て
ん
の
？

裕
一
君
は
、
世
界
で
優
秀
で
Ｎ
ｏ
．
１
な
ん
だ
か
ら
、
解
け
な
い
謎
な
ん
て
無

い
わ
よ
。
」

裕
一
：
「
そ
う
だ
、
俺
は
Ｎ
ｏ
．
１
だ
。

俺
に
不
可
能
な
ん
て
文
字
は
無
い
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
う
ん
、
そ
の
意
気
よ
！
」

と
は
言
っ
た
も
の
の
、
裕
一
に
事
件
を
解
く
自
信
な
ど
無
か
っ
た
。

有
希
子
：
「
警
部
、
こ
れ
な
ん
で
し
ょ
う
？
」

郡
山
警
部
：
「
ど
う
し
た
ん
だ
ね
？
」

有
希
子
は
、
何
か
を
見
つ
け
た
。

そ
れ
を
郡
山
が
確
認
し
た
。

郡
山
警
部
：
「
こ
れ
は
一
体
・
・
・
。
」

と
、
血
で
書
か
れ
た
文
字
の
様
な
物
を
見
て
言
っ
た
。

裕
一
：
「
ダ
イ
イ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
・
・
。
」

郡
山
警
部
：
「
ダ
イ
イ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
？
」

有
希
子
：
「
犯
人
が
他
人
に
無
実
の
罪
を
着
せ
よ
う
と
残
し
た
物
の
事
で
す
よ
。

」裕
一
：
「
バ
ー
ロ
、
そ
れ
を
言
う
な
ら
、
被
害
者
が
死
に
際
に
残
し
た
犯
人
の

正
体
を
教
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
ろ
う
が
。
」

こ
の
母
親
、
大
丈
夫
か
？

で
、
肝
心
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
・
・
・
。

有
希
子
：
「
渡
月
橋
殺
人
事
件
」

と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
。

裕
一
：
「
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
事
件
に
よ
く
に
た
話
を
読
ん
だ
事
が
あ
る
・
・
・
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。昔
読
ん
だ
小
説
の
大
堰
川
殺
人
事
件
・
・
・
。

お
お
い
が
わ

確
か
、
あ
れ
も
此
処
で
男
の
人
が
死
ん
で
い
た
と
言
う
内
容
だ
っ
た
な
。

も
し
か
し
て
、
こ
の
事
件
っ
て
・
・
・
・
・
・
。
」

有
希
子
：
「
あ
ぁ
！

そ
う
言
え
ば
そ
の
推
理
小
説
の
被
害
者
っ
て
、
此
処
で
殺
さ
れ
た
被
害
者
と
同

じ
名
前
じ
ゃ
な
か
っ
た
！
？
」

裕
一
：
「
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
犯
人
は
そ
れ
を
模
倣
し
て
い
る
事
に
な
る
・

・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
本
当
に
模
倣
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

裕
一
：
「
だ
と
す
る
と
、
も
う
一
人
殺
さ
れ
る
・
・
・
。

名
前
は
、
沖
田
　
健
三
・
・
・
。

け
ん
ぞ
う

母
さ
ん
、
沖
田
健
三
の
住
所
を
調
べ
て
彼
を
保
護
し
て
！

早
く
し
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
！
」

有
希
子
：
「
解
っ
た
わ
。
」

そ
こ
で
、
郡
山
の
携
帯
が
鳴
る
。

郡
山
は
電
話
に
出
る
。

郡
山
が
電
話
を
終
え
る
と
、
「
も
う
手
遅
れ
だ
」
と
言
っ
た
。

何
が
手
遅
れ
な
の
か
は
聞
く
ま
で
も
無
か
っ
た
。

そ
う
、
沖
田
　
健
三
が
小
説
の
通
り
に
殺
さ
れ
た
の
だ
・
・
・
。

裕
一
：
「
手
遅
れ
だ
っ
た
か
・
・
・
。

兎
に
角
、
現
場
へ
行
こ
う
。

郡
山
警
部
、
現
場
へ
案
内
し
て
下
さ
い
。
」

裕
一
は
、
郡
山
に
現
場
を
案
内
す
る
様
頼
む
と
、
パ
ト
カ
ー
に
乗
る
よ
う
に
と

言
わ
れ
た
。

現
場
は
、
京
都
市
内
の
一
軒
家
だ
っ
た
。

裕
一
達
は
、
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

「
此
処
が
現
場
か
・
・
・
。
」
と
、
裕
一
が
呟
い
て
い
た
。

現
場
は
、
事
件
当
時
の
ま
ま
だ
っ
た
。

勿
論
、
遺
体
も
未
だ
に
片
さ
れ
て
い
な
い
・
・
・
。
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裕
一
は
、
最
初
に
遺
体
を
調
べ
始
め
た
。

遺
体
は
、
首
を
吊
っ
て
い
た
・
・
・
。

暫
く
す
る
と
、
遺
体
を
調
べ
て
い
た
裕
一
が
、
真
っ
青
な
顔
を
し
た
・
・
・
。

郡
山
警
部
：
「
顔
色
悪
い
ぞ
、
ど
う
し
た
ん
だ
ね
？
」

裕
一
：
「
郡
山
警
部
・
・
・
。

そ
、
そ
の
・
・
・
あ
の
、
今
度
の
事
件
・
・
・
。

大
堰
川
殺
人
事
件
と
言
う
推
理
小
説
と
被
害
者
の
死
に
方
が
完
全
に
同
じ
な
ん

で
す
。
」

郡
山
警
部
：
「
じ
ゃ
あ
、
沖
田
　
健
三
は
、
小
説
通
り
に
殺
さ
れ
た
と
言
う
の

か
ね
？
」

裕
一
：
「
そ
の
通
り
で
す
。

そ
れ
に
、
沖
田
さ
ん
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た
こ
の
遺
書
。

書
い
て
あ
る
事
が
小
説
と
一
緒
な
ん
で
す
・
・
・
。
」

郡
山
警
部
：
「
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
く
れ
。
」

そ
う
言
っ
て
、
郡
山
は
遺
書
を
受
け
取
る
と
、
そ
れ
を
読
ん
だ
・
・
・
。

遺
書
に
は
こ
う
書
い
て
あ
っ
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

私
、
沖
田
　
健
三
は
、
大
堰
川
の
渡
月
橋
で
深
山
　
光
と
言
う
男
性
を
殺
害
し

わ
た
く
し

ま
し
た
。

動
機
は
、
４
年
前
に
正
式
に
発
売
さ
れ
た
推
理
小
説
で
す
。

実
は
、
あ
の
小
説
は
私
が
考
え
た
作
品
な
ん
で
す
。

そ
の
作
品
を
、
あ
る
男
性
が
盗
み
、
出
版
社
に
自
分
の
物
だ
と
偽
っ
て
提
出
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

私
は
、
そ
れ
が
誰
な
の
か
突
き
止
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
日
、
そ
の
人
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
人
に
小
説
の
事
を
、
身
分
を
隠
し
な
が
ら
訪
ね
ま
し
た
。

す
る
と
、
彼
は
ベ
ラ
ベ
ラ
喋
り
、
全
て
を
告
白
し
ま
し
た
。

そ
の
時
で
し
た
、
私
の
心
の
奥
底
に
眠
っ
て
い
た
殺
意
が
飛
び
起
き
、
私
は
被

害
者
を
殺
害
し
ま
し
た
。

被
害
者
の
名
は
、
深
山
　
光
で
す
。
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私
は
、
深
山
さ
ん
に
酷
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

全
て
の
罪
を
償
う
為
、
死
ん
で
お
詫
び
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
田
　
健
三

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

遺
書
は
小
説
の
通
り
に
此
処
で
終
わ
っ
て
い
た
・
・
・
。

大
堰
川
殺
人
事
件
と
言
う
小
説
で
は
、
沖
田
が
真
犯
人
で
、
そ
れ
を
苦
に
し
た

自
殺
だ
っ
た
・
・
・
。

郡
山
警
部
：
「
成
る
程
・
・
・
事
件
は
こ
れ
で
終
わ
り
か
・
・
・
。
」

こ
れ
が
本
当
に
模
倣
な
ら
そ
う
言
う
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
・
・
・
。

し
か
し
、
そ
う
は
行
か
な
か
っ
た
。

何
故
な
ら
、
現
場
の
状
況
が
小
説
と
微
妙
に
違
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
れ
は
、
小
説
で
は
沖
田
が
自
殺
す
る
時
に
使
っ
た
踏
み
台
が
あ
っ
た
の
に
、

こ
の
現
場
に
は
そ
の
踏
み
台
が
無
か
っ
た
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
沖
田
の
死
は
自
殺
に
見
せ
か
け
ら
れ
た
殺
人
だ
っ
た
の
だ
。

裕
一
は
、
郡
山
に
そ
の
事
を
話
し
た
。

郡
山
は
少
し
驚
い
て
い
た
・
・
・
。

裕
一
は
、
ダ
イ
イ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
「
渡
月
橋
殺
人
事
件
」
と
言
う
の
を
思

い
出
し
て
い
た
・
・
・
。

理
由
は
、
「
渡
月
橋
殺
人
事
件
」
と
言
う
の
が
事
件
を
解
決
す
る
為
の
ヒ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
・
・
・
。
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須
佐
之
男
の
正
体
（
前
書
き
）

い
よ
い
よ
事
件
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。

最
後
ま
で
お
読
み
下
さ
い
。
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須
佐
之
男
の
正
体

裕
一
達
は
、
大
堰
川
殺
人
事
件
の
小
説
の
作
者
を
捜
し
て
い
た
。

裕
一
：
「
先
ず
は
、
小
説
の
出
版
社
で
あ
る
宮
本
出
版
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

ま

そ
う
す
れ
ば
、
作
者
の
名
前
が
解
る
と
思
い
ま
す
。
」

郡
山
警
部
：
「
で
、
そ
の
出
版
社
は
何
処
に
あ
る
ん
だ
ね
？
」

裕
一
：
「
東
京
で
す
。
」

郡
山
警
部
：
「
と
、
東
京
！
？

我
々
京
都
府
警
は
管
轄
外
だ
ぞ
！
？
」

裕
一
：
「
あ
、
そ
れ
な
ら
ご
心
配
な
く
。

先
ほ
ど
、
電
話
で
本
庁
に
頼
ん
で
京
都
府
警
が
東
京
で
捜
査
を
す
る
っ
て
事
で

許
可
を
貰
い
ま
し
た
。
」

郡
山
警
部
：
「
君
は
一
体
、
何
者
？
」

裕
一
：
「
警
視
庁
捜
査
一
課
に
勤
め
る
、
河
野
　
裕
二
警
部
の
息
子
で
す
。
」

郡
山
警
部
：
「
何
！
？

君
が
あ
の
警
察
の
中
で
最
も
変
人
な
人
で
有
名
な
河
野
　
裕
二
の
息
子
！
？
」

裕
一
：
「
親
父
を
馬
鹿
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

あ
ぁ
見
え
て
も
、
推
理
力
は
抜
群
な
ん
で
す
よ
？
」

郡
山
警
部
：
「
あ
ぁ
、
す
ま
ん
、
す
ま
ん
。
」

裕
一
は
、
ジ
ュ
ン
を
旅
館
に
帰
し
、
郡
山
と
京
都
駅
に
来
て
い
た
。

二
人
は
、
東
京
行
き
の
新
幹
線
の
切
符
を
買
い
、
新
幹
線
に
乗
っ
た
。

郡
山
警
部
：
「
お
、
そ
ろ
そ
ろ
東
京
だ
な
。
」

と
、
郡
山
が
言
う
・
・
・
。

東
京
に
着
い
た
裕
一
達
は
、
小
説
の
出
版
社
で
あ
る
宮
本
出
版
を
目
指
し
た
。

宮
本
出
版
は
、
東
京
駅
か
ら
徒
歩
１
０
分
の
所
に
あ
る
。

出
版
社
に
着
い
た
彼
ら
は
、
受
付
で
出
版
担
当
の
方
を
呼
ぶ
よ
う
お
願
い
し
た
。

暫
く
す
る
と
、
出
版
担
当
の
方
が
現
れ
た
。

浩
：
「
初
め
ま
し
て
。

出
版
担
当
の
川
間
　
浩
と
申
し
ま
す
。

か
わ
ま

ひ
ろ
し
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出
版
の
ご
相
談
で
す
か
？
」

郡
山
は
、
警
察
手
帳
見
せ
な
が
ら
「
京
都
府
警
の
郡
山
で
す
」
と
、
言
っ
た
。

浩
：
「
あ
、
警
察
の
方
で
す
か
・
・
・
。

警
察
の
方
が
私
に
何
か
ご
用
で
す
か
？
」

と
、
言
う
浩
に
対
し
て
、
郡
山
は
事
の
事
情
を
公
開
可
能
な
範
囲
で
説
明
し
た
。

浩
：
「
そ
う
で
す
か
・
・
・
。

そ
う
言
う
事
で
し
た
ら
、
お
教
え
致
し
ま
し
ょ
う
。

実
は
、
あ
の
小
説
の
作
者
は
不
明
な
ん
で
す
よ
。

要
す
る
に
、
一
方
通
行
っ
て
訳
で
す
ね
。

毎
年
、
６
月
に
な
る
と
、
差
出
人
不
明
の
小
包
が
届
き
、
そ
の
中
に
執
筆
さ
れ

た
原
稿
用
紙
が
多
い
時
に
は
５
０
０
０
枚
程
入
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」

そ
う
言
う
と
、
浩
は
立
ち
上
が
っ
て
「
今
朝
方
届
い
た
原
稿
用
紙
を
持
っ
て
来

ま
す
ね
」
と
付
け
加
え
、
倉
庫
へ
入
っ
て
行
っ
た
。

時
間
に
し
て
２
分
く
ら
い
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

倉
庫
か
ら
浩
が
大
き
な
袋
を
抱
え
な
が
ら
出
て
来
た
。

浩
：
「
こ
れ
が
そ
の
原
稿
用
紙
で
す
。
」

見
る
と
、
原
稿
用
紙
は
何
百
枚
も
重
ね
ら
れ
て
い
た
・
・
・
。

郡
山
警
部
：
「
ほ
ぉ
、
こ
れ
は
か
な
り
の
量
で
す
な
ぁ
。
」

浩
：
「
今
朝
、
届
い
た
時
に
数
え
た
ら
、
５
５
０
０
枚
入
っ
て
ま
し
た
。
」

５
５
０
０
枚
も
入
っ
て
い
た
の
か
・
・
・
。

や
れ
や
れ
、
数
え
る
の
も
大
変
だ
・
・
・
。

「
ご
苦
労
様
で
す
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
い
。

郡
山
警
部
：
「
因
み
に
、
こ
れ
は
ど
ん
な
内
容
な
ん
で
す
か
？
」

浩
：
「
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
ん
で
す
が
、
原
稿
用
紙
に
付
属
さ
れ
て
い
た
手
紙

に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
簡
単
な
説
明
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
そ
の
手
紙
で
す
。
」

と
、
浩
は
手
紙
を
取
り
出
し
た
。

手
紙
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

出
版
担
当
の
川
間
　
浩
　
様
。
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こ
ん
に
ち
は
、
須
佐
之
男
で
す
。

す
さ
の
お

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
言
う
事
は
、
既
に
原
稿
用
紙
が
貴
方
の
下
に
届
い
て
い

る
と
言
う
事
で
す
ね
。

今
年
の
作
品
は
、
日
本
神
話
に
出
て
く
る
八
岐
大
蛇
を
利
用
し
た
推
理
小
説
で

や
ま
た
の
お
ろ
ち

す
。

今
回
の
作
品
を
お
読
み
に
な
ら
れ
、
採
用
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
応
募
致
し
ま
し

た
。

是
非
、
私
の
作
品
を
お
読
み
に
な
り
、
採
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

郡
山
警
部
：
「
こ
の
、
須
佐
之
男
と
言
う
の
は
？
」

浩
：
「
最
初
に
送
ら
れ
て
来
た
『
大
堰
川
殺
人
事
件
』
と
言
う
小
説
に
付
属
し

て
い
た
手
紙
に
よ
る
と
、
須
佐
之
男
と
言
う
の
は
、
素
戔
嗚
尊
の
事
だ
そ
う
で

す
さ
の
お
の
み
こ
と

す
。

恐
ら
く
、
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
で
し
ょ
う
。
」

郡
山
警
部
：
「
素
戔
嗚
尊
と
言
う
の
は
？
」

裕
一
：
「
素
戔
嗚
尊
は
、
日
本
神
話
に
出
て
く
る
１
柱
の
神
。

日
本
書
紀
で
は
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
の
二
人
の
間
に
産
ま
れ
た
と
記
さ
れ

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

て
い
る
。

ま
た
、
三
貴
神
の
末
子
に
当
た
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、
太
陽
を
神
格
化
し
た
天
照
大
神
、

し
ん
か
く
か

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

月
を
神
格
化
し
た
月
夜
見
尊
と
は
少
々
異
な
っ
て
い
る
。

つ
き
よ
み
の
み
こ
と

伊
弉
諾
尊
は
、
天
照
大
神
に
高
天
原
を
、
月
夜
見
尊
に
夜
を
、
素
戔
嗚
尊
に
、

海
原
を
治
め
る
よ
う
に
言
っ
た
。

古
記
事
に
よ
る
と
、
須
佐
之
男
は
そ
れ
を
断
り
、
母
神
で
あ
る
伊
弉
冉
尊
の
い

る
根
の
国
に
行
く
と
言
い
始
め
、
伊
弉
諾
尊
は
怒
り
近
江
の
多
賀
に
引
き
こ
も

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

須
佐
之
男
は
根
の
国
へ
向
う
前
に
姉
の
天
照
大
神
に
挨
拶
を
し
よ
う
と
高
天
原

へ
行
っ
た
。

天
照
大
神
は
須
佐
之
男
が
高
天
原
に
攻
め
入
っ
て
来
た
の
で
は
と
考
え
て
武
装
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し
て
須
佐
之
男
に
応
対
し
、
須
佐
之
男
は
疑
い
を
解
く
た
め
に
誓
約
を
行
う
。

誓
約
に
よ
っ
て
潔
白
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
し
て
須
佐
之
男
は
高
天
原

に
滞
在
す
る
が
、
そ
こ
で
粗
暴
な
行
為
を
し
た
の
で
、
天
照
大
神
は
天
の
岩
屋

に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
須
佐
之
男
は
高
天
原
を
追
放
さ
れ
て
葦
原
中
国
へ
降
っ
た
。

葦
原
中
国
の
出
雲
へ
降
っ
た
須
佐
之
男
は
・
・
・
・
・
・
大
国
主
の
神
話
に
お

い
て
根
の
国
の
須
佐
之
男
の
元
に
や
っ
て
き
た
オ
オ
ナ
ム
ヂ
（
大
国
主
）
は
、

須
佐
之
男
の
娘
で
あ
る
ス
セ
リ
ビ
メ
に
一
目
惚
れ
す
る
が
、
須
佐
之
男
は
オ
オ

ナ
ム
ヂ
に
様
々
な
試
練
を
与
え
る
。

オ
オ
ナ
ム
ヂ
は
そ
れ
を
克
服
し
、
須
佐
之
男
は
オ
オ
ナ
ム
ヂ
が
ス
セ
リ
ビ
メ
を

妻
と
す
る
こ
と
を
認
め
、
オ
オ
ナ
ム
ヂ
に
大
国
主
と
い
う
名
を
贈
っ
た
。

と
言
う
の
が
、
素
戔
嗚
尊
の
話
で
す
。
」

と
、
裕
一
は
終
わ
る
ま
で
語
り
続
け
た
。

だ
が
、
語
り
終
え
た
頃
に
は
二
人
と
も
上
の
空
だ
っ
た
・
・
・
。

よ
ほ
ど
話
が
長
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
裕
一
は
思
っ
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
警
部
、
京
都
へ
戻
り
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
事
が
あ
る
ん
で
す
。
」

郡
山
警
部
：
「
そ
れ
じ
ゃ
、
戻
ろ
う
・
・
・
。

川
間
さ
ん
、
私
た
ち
は
こ
れ
で
・
・
・
。

お
忙
し
い
中
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
無
い
・
・
・
。
」

浩
：
「
い
え
い
え
、
良
い
ん
で
す
よ
。

お
か
げ
で
歴
史
の
勉
強
も
出
来
た
こ
と
で
す
し
・
・
・
。

あ
、
そ
う
だ
。

東
京
の
土
産
に
こ
れ
を
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
。
」

浩
は
、
郡
山
に
「
つ
ま
ら
な
い
物
だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
東
京
の
お
菓
子
「
ひ

と
つ
ぶ
桃
」
を
手
渡
し
た
。

郡
山
は
、
「
頂
き
ま
す
」
と
言
う
と
、
裕
一
と
一
緒
に
出
版
社
を
後
に
し
た
・
・

・
。

彼
ら
は
、
東
京
駅
に
向
か
い
、
京
都
府
に
戻
っ
た
。

京
都
府
に
戻
っ
た
彼
ら
が
真
っ
先
に
向
か
っ
た
の
は
、
高
山
　
香
織
の
自
宅
だ
。



23

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
押
す
と
、
高
山
　
香
織
が
顔
を
出
し
た
。

香
織
：
「
あ
、
刑
事
さ
ん
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
一
つ
お
聞
き
し
ま
す
が
、
事
件
当
時
は
遠
山
　
徳
さ
ん
の
推
理
小
説

の
ぼ
る

を
１
時
間
程
聞
か
さ
れ
て
い
た
と
証
言
し
ま
し
た
よ
ね
。

そ
の
と
き
に
、
聞
か
さ
れ
て
い
た
小
説
の
内
容
を
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

高
山
は
、
「
日
本
神
話
に
出
て
く
る
八
岐
大
蛇
を
利
用
し
た
推
理
小
説
で
す
」

と
答
え
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
裕
一
と
郡
山
は
顔
を
合
わ
せ
る
・
・
・
。

裕
一
：
「
そ
れ
、
本
当
で
す
か
！
？
」

香
織
：
「
え
ぇ
、
本
当
で
す
。
」

こ
れ
で
、
須
佐
之
男
の
正
体
が
解
っ
た
。

後
は
直
接
本
人
に
会
う
だ
け
だ
。

裕
一
と
郡
山
は
、
須
佐
之
男
こ
と
遠
山
　
徳
が
い
る
自
宅
へ
と
向
か
っ
た
・
・
・

。
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須
佐
之
男
と
の
面
会
（
前
書
き
）

須
佐
之
男
の
正
体
が
判
明
。

す
さ
の
お

犯
人
は
須
佐
之
男
か
？



25

須
佐
之
男
と
の
面
会

裕
一
と
郡
山
は
、
須
佐
之
男
こ
と
遠
山
　
徳
に
会
う
為
に
車
で
移
動
し
て
い
た
・

の
ぼ
る

・
・
。

郡
山
警
部
：
「
こ
の
分
だ
と
、
も
う
す
ぐ
事
件
は
解
決
し
そ
う
だ
な
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
。
」

暫
く
す
る
と
、
遠
山
が
住
む
お
ん
ぼ
ろ
の
ア
パ
ー
ト
が
見
え
て
来
た
。
（
大
家

さ
ん
、
御
免
な
さ
い
・
・
・
。
）

郡
山
は
車
を
止
め
、
二
人
は
車
か
ら
降
り
た
。

車
か
ら
降
り
た
二
人
は
、
遠
山
の
い
る
部
屋
ま
で
行
き
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を

押
し
た
・
・
・
。

す
る
と
、
中
か
ら
遠
山
が
顔
を
出
し
た
。

徳
：
「
僕
に
何
か
？
」

裕
一
：
「
須
佐
之
男
と
は
、
貴
方
の
事
で
す
ね
？
」

す
る
と
、
徳
は
ふ
た
り
を
突
き
飛
ば
し
、
逃
げ
だ
そ
う
と
し
た
。

だ
が
、
裕
一
は
そ
れ
を
抑
え
た
。

郡
山
警
部
：
「
さ
て
、
署
ま
で
来
て
貰
お
う
か
・
・
・
。
」

郡
山
と
裕
一
は
徳
を
連
れ
て
京
都
府
警
ま
で
行
っ
た
・
・
・
。

Ｐ
Ｍ
．
３
：
１
５
、
京
都
府
警
捜
査
一
課
第
１
取
調
室
。

郡
山
警
部
：
「
遠
山
さ
ん
、
何
故
逃
げ
よ
う
と
し
た
ん
で
す
か
？
」

徳
は
口
を
割
ら
な
い
・
・
・
。

口
を
割
ら
な
い
徳
に
対
し
て
、
郡
山
は
取
調
室
の
机
を
思
い
切
り
ひ
っ
く
り
返

し
て
徳
を
脅
し
た
。

裕
一
：
「
け
、
警
部
・
・
・
落
ち
つ
い
て
・
・
・
。
」

郡
山
は
「
ハ
ッ
」
と
、
我
に
返
り
、
ひ
っ
く
り
返
し
た
机
を
元
の
状
態
に
戻
し

た
。

そ
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。

郡
山
警
部
：
「
逃
げ
た
の
は
、
貴
方
が
須
佐
之
男
だ
か
ら
で
す
か
？
」
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そ
し
て
、
徳
は
遂
に
口
を
割
っ
た
。

徳
：
「
は
い
、
そ
う
で
す
・
・
・
。
」

郡
山
警
部
：
「
何
の
た
め
に
？
」

徳
：
「
そ
れ
は
・
・
・
・
・
・
。
」

徳
は
再
び
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
へ
、
今
度
は
裕
一
が
揺
さ
ぶ
り
を
掛
け
た
。

裕
一
：
「
貴
方
が
深
山
　
光
殺
害
の
容
疑
者
だ
か
ら
で
す
ね
？
」

郡
山
警
部
：
「
か
、
河
野
君
！
？
」

そ
れ
に
対
し
て
、
徳
は
反
論
し
た
。

徳
：
「
お
、
俺
は
や
っ
て
ね
え
！
」

裕
一
：
「
大
堰
川
殺
人
事
件
・
・
・
。

こ
の
小
説
を
書
い
た
の
は
貴
方
で
す
ね
？
」

徳
：
「
あ
ぁ
、
そ
れ
は
４
年
前
に
俺
が
最
初
に
書
い
た
推
理
小
説
だ
。

そ
の
小
説
と
今
回
の
事
件
に
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
？
」

こ
の
人
、
何
も
知
ら
な
い
の
か
？

裕
一
：
「
同
じ
な
ん
で
す
よ
・
・
・
。
」

徳
：
「
何
が
同
じ
な
ん
で
す
か
？
」

裕
一
：
「
今
回
の
事
件
の
被
害
者
の
名
前
と
死
に
方
が
そ
の
小
説
の
内
容
と
ね
。

」徳
：
「
死
に
方
が
一
緒
な
ん
で
す
か
！
？
」

裕
一
：
「
え
ぇ
、
最
初
の
被
害
者
は
深
山
　
光
さ
ん
、
次
が
沖
田
　
健
三
・
・
・

。深
山
さ
ん
は
、
ナ
イ
フ
で
心
臓
を
一
付
き
。

沖
田
さ
ん
は
首
吊
り
・
・
・
。

ま
た
、
沖
田
さ
ん
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
遺
書
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

遺
書
の
内
容
は
、
そ
の
小
説
に
書
か
れ
て
い
る
遺
書
と
同
じ
で
し
た
。

何
故
、
小
説
内
の
人
物
が
実
在
の
人
物
な
ん
で
す
か
？
」

そ
れ
に
対
し
て
、
「
そ
れ
は
、
彼
ら
が
小
説
に
本
名
で
出
し
て
く
れ
と
頼
み
込

ん
で
来
た
か
ら
だ
」
と
、
徳
は
言
っ
た
。

郡
山
警
部
：
「
本
名
で
出
し
て
く
れ
？
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本
当
に
そ
う
言
っ
た
の
か
？
」

徳
：
「
は
い
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
そ
れ
で
、
貴
方
は
そ
の
小
説
に
彼
ら
を
本
名
で
出
し
た
と
言
う
訳
で

す
ね
？
」

徳
：
「
そ
の
通
り
で
す
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
そ
う
で
す
か
・
・
・
。

で
は
、
も
う
一
つ
。
」

徳
：
「
は
い
、
何
で
し
ょ
う
か
？
」

裕
一
：
「
貴
方
は
４
年
前
、
深
山
さ
ん
に
小
説
の
ネ
タ
を
盗
ら
れ
た
事
は
あ
り

ま
す
か
？
」

徳
：
「
ん
、
一
回
あ
っ
た
か
な
。

あ
れ
は
、
盗
ら
れ
た
と
言
う
よ
り
、
『
上
げ
た
』
と
言
っ
た
方
が
良
い
の
か
な
。

」裕
一
：
「
ネ
タ
を
深
山
さ
ん
に
上
げ
た
？
」

徳
：
「
い
い
え
、
私
は
沖
田
さ
ん
に
上
げ
ま
し
た
。
」

沖
田
に
上
げ
た
・
・
・
。

と
言
う
事
は
・
・
・
。

裕
一
：
「
そ
の
ネ
タ
は
、
沖
田
さ
ん
に
上
げ
た
後
、
ど
う
な
り
ま
し
た
？
」

徳
：
「
沖
田
さ
ん
は
、
深
山
に
ネ
タ
を
盗
ら
れ
た
と
言
っ
て
ま
し
た
ね
。
」

裕
一
：
「
そ
の
後
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？
」

徳
：
「
沖
田
さ
ん
が
言
う
に
は
、
宮
本
出
版
に
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す

よ
。
」

宮
本
出
版
に
投
稿
・
・
・
。

動
機
と
し
て
は
バ
ッ
チ
リ
だ
・
・
・
。

裕
一
：
「
因
み
に
、
そ
の
事
を
他
に
知
っ
て
い
る
方
は
？
」

徳
：
「
そ
れ
な
ら
、
香
織
が
知
っ
て
る
よ
。

僕
達
の
間
で
は
、
隠
し
事
は
無
し
に
し
て
る
ん
で
す
。

勿
論
、
仕
事
の
事
も
全
部
話
し
て
ま
す
よ
。
」

成
る
程
・
・
・
。

と
言
う
事
は
、
高
山
さ
ん
に
も
殺
害
す
る
動
機
が
あ
る
と
言
う
事
か
・
・
・
。
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し
か
し
、
沖
田
さ
ん
を
殺
害
す
る
理
由
が
解
ら
な
い
・
・
・
。

犯
人
は
、
何
の
目
的
で
沖
田
さ
ん
を
殺
害
し
た
ん
だ
？

裕
一
に
は
そ
れ
が
疑
問
で
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。

裕
一
：
「
所
で
、
沖
田
さ
ん
は
、
最
近
誰
か
に
恨
み
を
買
わ
れ
る
様
な
事
は
あ

り
ま
し
た
か
？
」

徳
：
「
沖
田
さ
ん
？

さ
ぁ
・
・
・
解
り
ま
せ
ん
ね
・
・
・
。

あ
、
も
し
か
す
る
と
、
６
年
前
の
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
６
年
前
？

６
年
前
に
何
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

徳
：
「
す
い
ま
せ
ん
、
詳
し
い
事
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
沖
田
さ
ん
は
６
年

前
に
一
度
、
東
京
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
る
ん
で
す
。
」

６
年
前
に
交
通
事
故
・
・
・
。

裕
一
：
「
そ
れ
で
、
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
か
？
」

徳
：
「
そ
れ
以
上
は
言
え
ま
せ
ん
・
・
・
。

詳
し
い
事
が
知
り
た
い
な
ら
、
東
京
の
警
察
に
聞
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
」

黙
秘
か
・
・
・
。

裕
一
は
渋
々
携
帯
を
取
り
出
し
、
裕
二
の
電
話
番
号
を
見
つ
け
、
そ
こ
へ
掛
け

た
・
・
・
。

呼
び
出
し
が
数
回
鳴
り
、
裕
二
が
電
話
に
出
る
。

裕
二
：
『
あ
ぁ
、
裕
一
か
・
・
・
ど
う
し
た
？
』

裕
一
は
、
６
年
前
に
沖
田
さ
ん
が
東
京
で
起
こ
し
た
事
故
の
事
に
つ
い
て
訪
ね

た
。

す
る
と
、
裕
二
は
面
白
い
事
を
教
え
て
く
れ
た
・
・
・
。
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６
年
前
の
交
通
事
故

裕
二
は
、
６
年
前
に
東
京
で
起
き
た
事
故
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
内
容
は
こ
う
だ
・
・
・
。

６
年
前
、
裕
二
が
ま
だ
交
番
勤
務
の
時
に
、
亀
有
公
園
前
派
出
所
の
目
と
鼻
の

先
で
起
こ
っ
た
交
通
事
故
だ
っ
た
。

被
害
者
は
、
高
山
　
総
一
郎
と
言
う
弁
護
士
・
・
・
。

当
時
の
事
故
に
よ
り
、
被
害
者
の
高
山
　
総
一
郎
は
他
界
・
・
・
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
。

当
時
、
事
故
車
両
を
運
転
し
て
い
た
の
が
、
今
回
の
首
吊
り
で
亡
く
な
っ
た
沖

田
　
健
三
。

そ
し
て
、
そ
の
助
手
席
に
乗
っ
て
い
た
の
が
深
山
　
光
・
・
・
。

更
に
、
警
察
で
は
、
そ
の
事
故
の
事
は
上
か
ら
圧
力
が
掛
か
り
、
も
み
消
し
な

り
、
永
久
に
葬
り
去
ら
れ
た
と
言
う
事
だ
。

圧
力
を
掛
け
た
の
は
他
で
も
な
い
警
察
庁
の
長
官
で
あ
る
沖
田
　
健
三
の
父
、

沖
田
　
恒
彦
だ
・
・
・
。

つ
ね
ひ
こ

彼
は
、
息
子
・
健
三
と
そ
の
友
人
の
深
山
に
頭
を
下
げ
ら
れ
、
や
む
を
得
な
く

下
に
圧
力
を
掛
け
た
と
言
う
の
だ
。

裕
一
は
、
そ
の
事
を
取
調
室
で
話
し
た
・
・
・
。

全
く
、
酷
い
話
だ
・
・
・
。

郡
山
警
部
：
「
成
る
程
・
・
・
。

だ
が
、
そ
う
な
る
と
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
う
ぞ
？
」

そ
こ
が
問
題
な
ん
だ
・
・
・
。

あ
の
、
「
渡
月
橋
殺
人
事
件
」
と
、
書
か
れ
た
ダ
イ
イ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
謎

も
解
け
て
い
な
い
し
・
・
・
。

そ
こ
へ
、
「
コ
ン
コ
ン
コ
ン
」
と
、
扉
を
叩
く
音
が
聞
こ
え
た
。

郡
山
警
部
：
「
ど
う
ぞ
。
」

と
、
郡
山
。

「
ガ
チ
ャ
」
と
、
取
調
室
の
扉
が
開
か
れ
た
。
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有
希
子
：
「
警
部
、
深
山
さ
ん
の
遺
体
を
司
法
解
剖
し
た
結
果
、
少
量
の
ア
ル

コ
ー
ル
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

事
件
当
日
は
飲
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
・
・
・
。
」

ア
ル
コ
ー
ル
の
検
出
？

事
件
当
日
に
犯
人
と
酒
で
も
や
っ
て
い
た
の
か
？

裕
一
は
暫
く
考
え
込
ん
で
い
た
・
・
・
。

徳
：
「
あ
の
～
、
そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
せ
て
貰
え
ま
せ
ん
か
ね
？
」

郡
山
警
部
：
「
あ
ぁ
、
構
い
ま
せ
ん
よ
。

河
野
君
、
帰
し
て
良
い
よ
ね
？
」

裕
一
：
「
ん
、
何
か
言
い
ま
し
た
？
」

郡
山
警
部
：
「
遠
山
さ
ん
が
帰
ら
せ
て
く
れ
と
・
・
・
」

裕
一
：
「
あ
ぁ
、
構
い
ま
せ
ん
よ
。

こ
れ
ま
で
の
捜
査
で
、
遠
山
さ
ん
は
シ
ロ
だ
と
言
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
か

ら
・
・
・
。
」

ん
、
帰
る
？

そ
れ
は
、
少
し
待
っ
て
貰
お
う
・
・
・
。

裕
一
：
「
遠
山
さ
ん
、
帰
る
前
に
一
つ
伺
っ
て
も
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
？
」

徳
：
「
何
で
す
か
、
刑
事
さ
ん
？
」

裕
一
：
「
４
年
前
に
沖
田
さ
ん
に
上
げ
た
と
言
う
小
説
は
、
大
堰
川
殺
人
事
件

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

徳
：
「
そ
う
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
何
か
？
」

や
は
り
な
！

裕
一
：
「
そ
の
小
説
、
深
山
さ
ん
が
宮
本
出
版
に
投
稿
し
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、

須
佐
之
男
と
言
う
ハ
ン
ド
ル
で
出
し
た
と
い
う
可
能
性
は
？
」

徳
：
「
さ
ぁ
・
・
・
そ
こ
ま
で
は
・
・
・
。
」

成
る
程
・
・
・
。

ど
う
や
ら
、
事
件
の
真
相
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
た
様
だ
な
。



31

裕
一
の
推
理
（
前
書
き
）

此
処
で
は
、
裕
一
が
推
理
し
た
事
を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

皆
様
も
こ
れ
を
頼
り
に
推
理
し
て
み
て
下
さ
い
。
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裕
一
の
推
理

裕
一
は
こ
れ
ま
で
の
事
件
を
頭
の
中
で
整
理
を
し
て
い
た
。

先
ず
、
最
初
の
被
害
者
は
深
山
　
光
。

事
件
当
時
、
彼
は
高
山
　
香
織
と
会
っ
て
い
た
。

香
織
の
証
言
で
は
、
恋
愛
に
つ
い
て
の
相
談
だ
っ
た
ら
し
い
。

恐
ら
く
、
恋
愛
と
言
う
の
は
高
島
　
優
の
事
だ
ろ
う
・
・
・
。

ゆ
う

次
に
、
高
島
　
優
の
ア
リ
バ
イ
。

彼
女
は
、
犯
行
時
刻
に
は
自
宅
で
衛
星
放
送
を
見
て
い
た
。

勿
論
、
そ
れ
は
証
明
さ
れ
て
い
る
・
・
・
。

こ
の
事
か
ら
、
優
は
シ
ロ
と
言
う
事
が
証
明
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
高
山
　
香
織
と
遠
山
　
徳
の
ア
リ
バ
イ
。

二
人
は
同
時
刻
、
電
話
を
し
て
い
た
と
言
う
。

遠
山
は
、
一
方
的
に
推
理
小
説
の
ネ
タ
を
香
織
に
話
し
て
い
た
・
・
・
。

ま
た
、
香
織
は
一
方
的
に
遠
山
の
小
説
の
内
容
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
と
証
言
し

て
い
る
。

次
に
、
深
山
　
光
殺
害
の
動
機
。

こ
れ
は
、
怨
恨
で
間
違
い
無
い
だ
ろ
う
・
・
・
。

そ
し
て
、
沖
田
　
健
三
殺
害
の
動
機
。

こ
れ
も
怨
恨
。

ま
た
、
こ
の
二
人
は
６
年
前
に
事
故
を
起
こ
し
、
一
人
の
人
間
を
殺
し
て
い
る
。

そ
の
人
の
名
は
・
・
・
そ
う
、
弁
護
士
の
高
山
　
総
一
郎
だ
・
・
・
。

こ
の
事
か
ら
考
え
る
と
、
犯
人
は
一
人
に
絞
ら
れ
、
同
時
に
遠
山
　
徳
は
シ
ロ

に
な
る
・
・
・
。

だ
が
、
此
処
で
一
つ
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
。

本
当
に
あ
の
人
が
犯
人
な
の
か
と
・
・
・
。

も
し
、
あ
の
人
が
犯
人
な
ら
、
「
渡
月
橋
殺
人
事
件
」
と
い
う
ダ
イ
イ
ン
グ
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
は
何
だ
？

恐
ら
く
、
大
堰
川
殺
人
事
件
と
い
う
小
説
に
何
か
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
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な
い
・
・
・
。

き
っ
と
そ
う
に
違
い
無
い
。

そ
う
思
っ
た
裕
一
は
、
渡
月
橋
に
事
件
の
関
係
者
を
全
員
呼
び
出
し
た
・
・
・
。

そ
ん
な
事
よ
り
、
何
か
大
切
な
事
を
忘
れ
て
い
る
様
な
気
が
し
て
し
ょ
う
が
な

い
・
・
・
。

だ
が
、
今
は
真
相
の
解
明
が
大
事
だ
！
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事
件
の
真
相
（
前
書
き
）

此
処
で
、
犯
人
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
犯
人
が
解
っ
て
い
な
い
人
は
見
な
い
方
が
良
い
か
も
で
す
・
・
・
。
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事
件
の
真
相

有
希
子
：
「
裕
一
、
事
件
の
真
相
が
分
か
っ
た
っ
て
本
当
な
の
？
」

裕
一
：
「
あ
ぁ
、
本
当
さ
。
」

郡
山
警
部
：
「
で
、
犯
人
は
誰
な
ん
だ
ね
？
」

裕
一
：
「
そ
う
急
か
さ
な
い
・
・
・
。

先
ず
、
先
に
話
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
」

香
織
：
「
先
に
話
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
・
・
・
事
で
す
か
？
」

徳
：
「
そ
れ
っ
て
、
何
な
ん
で
す
？

も
っ
た
い
ぶ
ら
な
い
で
教
え
て
下
さ
い
。
」

裕
一
：
「
遠
山
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
話
す
事
は
貴
方
に
と
っ
て
は
と
て
も
辛
い
事

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
ね
？
」

徳
：
「
構
わ
な
い
、
俺
だ
っ
て
事
件
の
真
相
を
知
り
た
い
か
ら
な
。

そ
れ
ぐ
ら
い
の
覚
悟
は
出
来
て
い
る
。
」

遠
山
は
覚
悟
を
決
め
た
。

そ
れ
を
確
認
し
た
裕
一
は
、
事
件
の
真
相
を
話
し
始
め
た
。

裕
一
：
「
先
ず
、
第
一
の
事
件
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

確
か
、
最
初
に
殺
さ
れ
た
の
は
深
山
　
光
さ
ん
で
し
た
ね
。
」

郡
山
警
部
：
「
そ
の
と
お
り
だ
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
そ
し
て
、
次
に
殺
さ
れ
た
の
が
、
沖
田
　
健
三
さ
ん
。
」

徳
：
「
え
、
沖
田
さ
ん
っ
て
、
殺
さ
れ
た
ん
で
す
か
？

で
も
、
貴
方
は
府
警
で
こ
う
言
い
ま
し
た
よ
ね
。

『
今
回
事
件
が
大
堰
川
殺
人
事
件
と
同
じ
』
だ
っ
て
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
言
い
ま
し
た
よ
・
・
・
。

だ
が
、
最
後
の
沖
田
さ
ん
の
所
だ
け
、
小
説
と
微
妙
に
違
っ
た
の
で
す
。

遠
山
さ
ん
、
小
説
で
沖
田
さ
ん
が
殺
人
を
苦
に
自
殺
し
た
と
き
の
現
場
の
状
況

を
話
し
て
み
て
下
さ
い
。
」

徳
：
「
沖
田
さ
ん
は
、
部
屋
で
首
を
吊
っ
て
死
ん
で
い
ま
し
た
。
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現
場
に
は
、
自
殺
す
る
の
に
使
っ
た
踏
み
台
が
あ
り
ま
し
た
。
」

裕
一
：
「
そ
の
通
り
で
す
。

し
か
し
、
実
際
の
事
件
で
は
何
か
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
何
で
し
た
、
郡
山
警
部
？
」

郡
山
警
部
：
「
確
か
・
・
・
踏
み
台
だ
っ
た
か
な
？
」

裕
一
：
「
そ
う
、
実
際
の
部
屋
に
は
自
殺
に
使
っ
た
踏
み
台
が
無
か
っ
た
の
で

す
。

こ
れ
こ
そ
が
、
殺
人
を
裏
付
け
る
決
定
的
な
証
拠
に
な
っ
た
の
で
す
！
」

香
織
：
「
で
、
犯
人
は
？
」

裕
一
：
「
ま
だ
ま
だ
、
最
後
ま
で
聞
い
て
下
さ
い
。

更
に
、
我
々
が
捜
査
を
続
け
る
と
、
面
白
い
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

沖
田
さ
ん
は
６
年
前
に
東
京
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
の
被
害
者
は
、
弁
護
士
の
高
山
　
総
一
郎
・
・
・
。

現
場
は
亀
有
公
園
前
派
出
所
・
・
・
。

当
時
の
事
故
に
よ
り
、
高
山
弁
護
士
は
他
界
・
・
・
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
、
沖
田
さ
ん
殺
害
の
動
機
で
す
。
」

香
織
：
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

徳
：
「
や
は
り
そ
う
か
・
・
・
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
深
山
君
も
そ
れ
が
原
因
な
ん
で
す
か
？
」

裕
一
：
「
い
や
、
深
山
さ
ん
は
少
な
く
と
も
違
い
ま
す
。

も
し
そ
う
な
ら
、
『
渡
月
橋
殺
人
事
件
』
と
言
う
ダ
イ
イ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

意
味
が
解
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
」

徳
：
「
そ
う
か
・
・
・
。

じ
ゃ
あ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
は
？
」

裕
一
：
「
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
真
犯
人
に
説
明
し
て
貰
い
ま
し
ょ
う
か
・
・
・
。

お
願
い
し
ま
す
、
真
犯
人
の
高
山
　
香
織
さ
ん
！
」

そ
の
名
前
に
、
皆
が
驚
く
。

香
織
：
「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
。

私
が
殺
し
た
と
言
う
証
拠
が
あ
る
ん
で
す
か
？

そ
れ
に
、
深
山
君
が
殺
さ
れ
た
時
間
、
私
は
徳
か
ら
電
話
を
貰
っ
て
た
ん
で
す
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よ
？

自
宅
で
電
話
を
受
け
て
い
る
私
が
、
ど
う
や
っ
て
深
山
君
を
殺
害
す
る
ん
で
す

か
？

説
明
し
て
下
さ
い
。
」

裕
一
は
し
ば
し
考
え
た
後
、
説
明
を
し
た
。

裕
一
：
「
携
帯
電
話
で
受
け
取
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

徳
：
「
ま
、
待
っ
て
く
れ
。

俺
は
あ
の
時
、
香
織
の
携
帯
に
は
掛
け
て
い
な
い
・
・
・
。

自
宅
の
方
に
掛
け
た
ん
だ
！

そ
れ
に
、
香
織
の
所
の
電
話
は
コ
ー
ド
レ
ス
じ
ゃ
な
い
。

コ
ー
ド
レ
ス
で
も
無
い
電
話
を
ど
う
や
っ
て
持
ち
歩
く
ん
だ
？
」

裕
一
：
「
言
っ
た
で
し
ょ
・
・
・
携
帯
電
話
で
受
け
取
っ
た
と
・
・
・
。
」

香
織
：
「
言
っ
て
る
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
わ
。
」

裕
一
：
「
電
話
の
転
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
自
宅
に
掛
か
っ
て
き
た
電
話
を

携
帯
に
転
送
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？

そ
し
て
、
恰
も
相
手
に
自
宅
で
受
け
取
っ
た
様
に
錯
覚
さ
せ
、
ア
リ
バ
イ
の
証

人
に
仕
立
て
上
げ
た
・
・
・
。

そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
！
？

な
ん
な
ら
電
話
の
通
話
記
録
を
調
べ
て
も
良
い
ん
で
す
よ
？

ど
う
な
ん
で
す
か
、
高
山
　
香
織
さ
ん
！
？
」

だ
が
、
高
山
は
否
定
を
し
た
・
・
・
。

香
織
：
「
そ
う
ね
、
そ
の
方
法
な
ら
私
も
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。

で
も
、
そ
れ
な
ら
徳
が
携
帯
で
家
に
電
話
を
掛
け
て
、
深
山
君
を
殺
害
し
な
が

ら
小
説
の
内
容
を
話
し
て
い
た
と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
る
わ
よ
？
」

確
か
に
そ
う
だ
・
・
・
。

だ
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
沖
田
さ
ん
を
殺
害
す
る
動
機
が
無
い
ん
だ
。

や
っ
ぱ
り
、
高
山
　
香
織
が
犯
人
だ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

裕
一
：
「
確
か
に
、
貴
方
の
言
う
通
り
、
遠
山
さ
ん
が
深
山
さ
ん
を
殺
害
し
た

か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。

だ
が
、
そ
れ
で
は
沖
田
さ
ん
を
殺
害
す
る
理
由
が
無
い
ん
で
す
よ
。
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６
年
前
の
交
通
事
故
・
・
・
。

被
害
者
の
高
山
　
総
一
郎
・
・
・
。

彼
は
、
貴
方
の
父
親
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
！
？
」

そ
の
言
葉
で
、
高
山
は
驚
い
た
。

そ
し
て
、
遂
に
口
を
割
っ
た
。

香
織
：
「
・
・
・
や
っ
ぱ
り
・
・
・
最
後
は
バ
レ
ち
ゃ
う
の
ね
・
・
・
。

そ
う
、
沖
田
さ
ん
を
殺
害
し
た
の
は
私
よ
・
・
・
。

動
機
は
貴
方
の
言
っ
た
通
り
・
・
・
。
」

や
は
り
そ
う
だ
っ
た
か
・
・
・
。

裕
一
：
「
で
は
、
深
山
さ
ん
を
殺
害
し
た
動
機
は
何
で
す
か
？
」

香
織
：
「
待
っ
て
！

沖
田
さ
ん
の
殺
害
は
認
め
る
け
ど
、
深
山
君
を
殺
害
し
た
の
は
私
じ
ゃ
な
い
わ

！
」

な
、
何
だ
っ
て
！
？

裕
一
：
「
そ
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
！
？

深
山
さ
ん
は
６
年
前
の
事
故
の
関
係
者
だ
！

な
の
に
、
貴
方
は
犯
行
を
否
認
す
る
ん
で
す
か
！
？
」

香
織
：
「
確
か
に
、
深
山
君
も
事
故
車
に
乗
っ
て
い
た
わ
。

で
も
、
運
転
し
て
い
た
の
は
沖
田
さ
ん
よ
？

父
を
殺
害
し
た
張
本
人
は
沖
田
さ
ん
な
の
よ
？

無
関
係
の
人
ま
で
殺
害
す
る
必
要
は
無
い
じ
ゃ
な
い
！
」

ん
、
俺
は
此
処
に
来
て
と
ん
で
も
な
い
思
い
過
ご
し
を
し
て
い
た
の
か
・
・
・
。

犯
人
は
も
う
一
人
い
る
！

そ
し
て
そ
の
犯
人
は
！
？

裕
一
：
「
そ
う
で
す
よ
ね
・
・
・
。

貴
方
が
深
山
さ
ん
を
殺
害
し
て
、
何
の
得
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。

深
山
さ
ん
を
殺
害
し
て
得
を
す
る
の
は
貴
方
だ
、
遠
山
　
徳
さ
ん
！
」

徳
：
「
ぼ
、
僕
が
犯
人
！
？

一
体
、
何
故
！
？

何
の
根
拠
が
あ
っ
て
！
？
」
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全
て
は
あ
れ
だ
！

裕
一
：
「
ダ
イ
イ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
よ
・
・
・
。

そ
う
、
あ
の
『
渡
月
橋
殺
人
事
件
』
と
言
う
血
文
字
の
な
！

遠
山
さ
ん
、
貴
方
は
推
理
小
説
で
大
堰
川
殺
人
事
件
と
言
う
の
を
書
き
ま
し
た

ね
。
」

徳
：
「
そ
れ
が
何
の
証
拠
に
？
」

裕
一
：
「
そ
の
小
説
は
沖
田
さ
ん
に
譲
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
深
山
さ
ん
が
盗
ん
だ
と
も
聞
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
深
山
さ
ん
は
そ
れ
を
宮
本
出
版
に
送
っ
た
・
・
・
。

須
佐
之
男
と
い
う
名
前
で
・
・
・
。
」

徳
：
「
だ
か
ら
っ
て
、
僕
が
彼
を
殺
し
た
理
由
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
？
」

裕
一
：
「
貴
方
は
、
深
山
さ
ん
が
貴
方
の
小
説
を
宮
本
出
版
に
出
し
、
そ
れ
が

正
式
に
公
開
さ
れ
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
彼
の
出
し
た
小
説
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
・
・
・
。

貴
方
は
そ
れ
が
許
せ
な
か
っ
た
・
・
・
。

だ
か
ら
、
殺
害
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
！
？
」

徳
：
「
じ
ゃ
あ
、
聞
く
！

『
渡
月
橋
殺
人
事
件
』
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
ん
だ
！
？
」

裕
一
：
「
大
堰
川
殺
人
事
件
・
・
・
。

つ
ま
り
、
貴
方
の
こ
と
で
す
よ
。

深
山
さ
ん
は
死
に
際
に
ど
う
し
て
も
犯
人
の
こ
と
を
伝
え
た
く
て
、
と
っ
さ
に

そ
う
書
い
た
の
で
し
ょ
う
・
・
・
。

も
う
、
言
い
逃
れ
は
出
来
ま
せ
ん
よ
、
遠
山
さ
ん
！
？
」

徳
：
「
あ
れ
は
、
ど
う
説
明
す
る
ん
だ
？

沖
田
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た
ダ
イ
イ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
さ
。

あ
れ
を
説
明
し
な
き
ゃ
、
俺
が
犯
人
だ
と
は
決
め
付
け
ら
れ
な
い
ぜ
？
」

そ
れ
は
、
解
っ
て
る
・
・
・
。

あ
て
ず
っ
ぽ
う
を
言
っ
て
み
る
か
・
・
・
。

裕
一
：
「
あ
れ
は
、
貴
方
が
用
意
し
、
沖
田
さ
ん
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
ん

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
！
？
」
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徳
：
「
そ
れ
は
何
時
だ
？
」

裕
一
：
「
高
山
さ
ん
が
沖
田
さ
ん
を
殺
害
し
た
後
で
す
よ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
、
郡
山
、
有
希
子
と
他
数
人
が
ざ
わ
め
く
・
・
・
。

徳
：
「
ふ
っ
、
全
部
完
璧
だ
と
思
っ
た
ん
だ
が
な
・
・
・
。

最
後
の
最
後
に
ボ
ロ
が
出
る
と
は
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
本
当
の
名
店
は
看
板
さ
え
出
し
て
い
な
い
。

い
く
ら
完
璧
な
つ
も
り
で
も
、
必
ず
ど
こ
か
し
ら
に
ミ
ス
が
あ
る
・
・
・
。

人
間
は
誰
一
人
完
璧
じ
ゃ
な
い
ん
だ
・
・
・
。

あ
の
時
に
、
ダ
イ
イ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
存
在
に
気
づ
い
て
さ
え
い
れ
ば
・
・
・

。あ
の
時
に
、
踏
み
台
が
無
い
こ
と
に
気
づ
い
て
さ
え
い
れ
ば
・
・
・
。

あ
ん
た
は
完
璧
な
殺
人
犯
に
な
れ
た
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。
」

徳
：
「
ふ
っ
、
そ
う
だ
な
・
・
・
。

や
る
な
、
新
米
刑
事
、
俺
の
負
け
だ
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
俺
は
刑
事
じ
ゃ
な
い
・
・
・
。

高
校
生
探
偵
だ
！
」

徳
：
「
世
の
中
に
は
刑
事
が
足
元
に
も
及
ば
な
い
人
物
が
い
る
と
は
な
・
・
・
。

」
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エ
ピ
ロ
ー
グ

そ
の
後
、
高
山
と
遠
山
の
二
人
は
逮
捕
さ
れ
、
偶
然
に
も
同
じ
刑
務
所
に
入
る

こ
と
に
な
っ
た
。

簡
単
に
言
え
ば
同
棲
っ
て
奴
だ
・
・
・
。

そ
し
て
、
裕
一
は
、
事
件
解
決
に
協
力
し
た
為
、
京
都
府
警
よ
り
、
感
謝
状
を

貰
っ
た
。

さ
ら
に
、
も
み
消
し
が
原
因
で
事
件
が
起
き
た
為
に
、
警
察
庁
の
沖
田
　
恒
彦

つ
ね
ひ
こ

が
逮
捕
さ
れ
た
・
・
・
。

い
や
、
証
拠
隠
匿
の
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
と
い
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
・
・
・
。

そ
し
て
、
裕
一
た
ち
は
旅
行
期
間
の
残
り
を
楽
し
ん
だ
・
・
・
。

め
で
た
し
、
め
で
た
し
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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